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現場知フォーラムレポート

組合満足度向上の秘訣
～調査しながら活動し、活動しながら調査する～

「自助」から「他助」の組織へ
“命がけの飛躍 ”を

つれづれ日記
鈴木 勝利

ゆにおん・ネタ帳
服部 恵祐

漢字を探ると、
日本文化が垣間見える

魅
み

は与
よ

によって生じ、
求

ぐ

によって滅す

全3回連載
労働組合の会議力UP講座



会議力UP
講座

労働組合の

会議で変える。
組織が変わる。

〈全３回連載〉
第2回
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ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
と
は
、
会
議
室
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使

っ
て
、
参
加
者
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
集
め
る
効
率
的
、
効
果
的
な
会
議
の
進
め
方
で

す
。
気
軽
な
打
ち
合
わ
せ
か
ら
困
難
な
課
題
解
決
ま
で
、参
加
者
全
員
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
見
な
が
ら
話
を
進
め
る
こ
と
で
、「
誰
の
発
言
」
か
で
は
な
く
、「
内
容
」
に
意
識
を

集
中
し
て
話
し
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
議
終
了
後
に
参
加
者
が
、「
自
分
の
意
見
が
話
せ
た
」「
聞
い
て
も
ら
え
た
」
と
自
分

や
他
者
へ
の
承
認
を
感
じ
、
参
加
者
全
員
の
「
納
得
解
」
を
導
き
出
す
議
論
の
進
行
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
！

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®

ホワイトボード・ミーティング®の特徴

ホワイトボードに書きながら話しあうと全員の視点がホワイトボード
に集中する

特徴❶

特徴❷

発散（黒）

収束（赤）

活用（青）

ホワイトボードに意見を
可視化しながら進めます。

特徴❸
「ホワイトボード・ミーティング ® 質問の技」を使って、オープン・
クエスチョンで深い情報共有を進めます。第４階層の情景共有を
目指します。

進行役をファシリテーター、
参加者をサイドワーカーと
呼びます。

特徴❺
６つの会議フレームを組み合わせて、合意形成や課題解決をはかり
ます。

　①定例進捗会議　②役割分担会議　③企画会議
　④情報共有会議　⑤課題解決会議　⑥ホワイトボードケース会議
※熟練したファシリテーターは、６つの会議フレームを組み合わせて使います。

特徴❹
話し合いに「発散➡収束➡活用」のプロ
セスをつくり、色を分けて書きます。

意見をどんどん出し、オープン・ 
クエスチョンで深めます（情報共有）。

軸を決めて、出た意見を方向づけます（意見の構造化）。

具体的な行動や活動計画を決めます（情報共有）。
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聞
き
方
の
ポ
イ
ン
ト

オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
情
報
を
深
め
る

　
「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
質
問
の
技
」
を
使
い
ま
す
。
質
問
の
技
は
９
つ
の
オ
ー
プ

ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
と
８
つ
の
あ
い
づ
ち
の
言
葉
で
構
成
さ
れ
ま
す
。「
〜
と
い
う
と
？
」「
例
え

ば
？
」「
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
」「
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
質

問
で
情
報
の
階
層
を
深
め
て
共
有
し
ま
す
。
参
加
者
全
員
の
頭
の
中
で
、ま
る
で
Y
o
u
T
u
b
e

や
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
動
画
モ
ー
ド
で
発
言
の
内
容
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
や
第
一
声
の
情
報
を
第
１
階
層
と
い
い
、動
画
モ
ー
ド
で
頭
の
中
で
再
生
さ
れ
る
情
報
を
第
４
階

層
の
情
報
と
定
義
し
ま
す
。
例
え
ば
、
左
記
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン・ク
エ
ス
チ
ョ
ン

で
情
報
を
深
め
た
も
の
で
す
。
第
４
階
層
ま
で
深
ま
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
講
座
に
参
加
し
て
い
な
い
方

も
、
会
場
の
様
子
が
浮
か
び
ま
す
。
こ
こ
ま
で
話
が
聞
け
る
と
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
会
議
に
な
り
ま
す
。

書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
「
定
例
進
捗
会
議
」

色
分
け
で
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
を
つ
く
る

　

ま
ず
初
め
に
、発
散
で
す
。
黒
色
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
マ
ー
カ
ー
を
手
に
取
り
、オ
ー
プ
ン
・

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
使
っ
て
、
参
加
者
の
意
見
を
書
き
ま
す
。
書
き
出
し
は
①
（
真
ん
中
）
か
ら

始
め
ま
す
。
５
行
く
ら
い
書
い
た
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
で
②
（
左
側
上
）
に
移
り
ま
す
。
そ
の
後
、

③
（
左
側
下
）、
④
（
右
側
上
）
と
書
き
進
め
ま
す
。
基
本
は
大
き
な
正
方
形
の
付
箋
の
よ
う

に
、
塊
で
書
き
ま
す
。

　

次
に
、
赤
色
に
持
ち
替
え
ま
す
。
収
束
で
す
。
良
か
っ
た
こ
と
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
１

つ
ず
つ
聞
い
て
い
き
、
線
を
引
い
た
り
、
な
け
れ
ば
書
き
加
え
ま
す
。
最
後
に
青
色
に
持
ち
替

え
、
活
用
で
す
。「
こ
れ
か
ら
、
ど
う
し
て
い
き
た
い
？　

ど
う
な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
？
」
と

聞
い
て
書
き
ま
す
。

ホワイトボードに書くときのルール
１    きれいに書かなくてもOK！
２    発言内容はそのまま書く
３    好意的な関心の態度で、ホワイトボードを見ながら議論する

会議フレーム①：定例進捗会議

（例）テーマ：レクリエーション

　一番最初の練習にふさわしい会議フレームです。ホワイトボードを４分割
して、仕事や活動の進捗状況を共有します。続けていると、組織のコミュニ
ケーションが良くなり、チームワークが育まれます。

（第１階層）組合主催のレクリエーション

発散（黒）   「最近の活動につい
て。どんな感じで
すか？」

収束（赤）   「良いこと１つ。困
っていること１つ」

活用（青）   「これからどうした
い？　どうなった
らいいと思う？」

実例 ホワイトボード１面

①
②

③

④

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
聞
く
）

（
サ
イ
ド
ワ
ー
カ
ー
の
発
言
）

　潮干狩りだったり、ディズニーリゾート
ツアーだったり、ビジネススキル研修
などを企画します。（第２階層）

組合主催のレクリエーションと
いうと？

　ビジネススキルは、毎年、生活・お金
をテーマに、外部から講師を呼んで
実施しています。（第３階層）

もう少し詳しく教えてください

　去年は、ふるさと納税講座を実施し、
20～60代の老若男女100人が参
加しました。申請方法を覚えた参加者
から早速やってみます!　学んで良
かった!　と喜びの声があがりました。
（第４階層）

エピソードを教えてください

①〜④の順番に書いていき
ます。
④で「エピソードを教えてく
ださい」のタイミングです。
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原稿担当：ｊ.ｕｎｉｏｎ 株式会社　活動企画部　中島 農（ホワイトボード・ミーティングⓇ認定講師）

組
織
の
合
意
形
成
や
課
題
解
決
の
力
を

 

高
め
る
会
議
手
法
を
実
践
的
に
学
べ
る
！

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®

�
for�union

人材開発グループ
Tel ： 03-5339-8205（直通）
e-mail: ju＠j-union.com

お申し込みはお早めに下記まで
ご連絡ください。

 最終回のお知らせ

ホワイトボード・ミーティング®の
会議フレーム紹介

ホワイトボード・ミーティング®の
実践レポート

会
議
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト

 

愚
痴
や
不
満
も
貴
重
な
意
見
と
し
て
書
く

　

大
き
な
声
も
小
さ
な
つ
ぶ
や
き
も
そ
の
ま
ま
書
き
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
じ
り
や
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
大
切
に
し
て
ど
ん
な
意
見
も
大
切
に
受
け
止
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
意
見
を
書
く
と
、自
分
の
意
見
が
受
け
止
め
ら
れ
た
と
参
加
者
が
感
じ
ま

す
。
そ
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、
参
加
者
が
お
互
い
を
承
認
し
合
い
、
何
で
も
話
し
て

よ
い
と
思
え
る
「
安
心
・
安
全
な
場
」
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
進
行
役
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
は
、
中
立・
公
平
・
対
等
な
場
の
進
行
を
意
識
し
ま
す
。
意
見
を
要
約
せ
ず

に
、
そ
の
ま
ま
書
く
の
は
発
言
者
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
の
と
同
義
で
す
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
自
分
で
判
断
し
て
言
葉
を
選
ん
で
書
く
と
、
参
加
者
は
自
分

の
意
見
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
意
見
を
選
ん
で
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
結
果
と
し

て
、「
話
し
た
か
っ
た
内
容
が
話
せ
な
い
」「
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
参
加
者
の

心
の
中
に
モ
ヤ
モ
ヤ
が
残
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
書
く
量
が
多

く
、
慣
れ
る
ま
で
は
少
し
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、
記
号
を
使
っ

て
構
造
的
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
ら
な
い

　

参
加
者
は
メ
モ
を
取
ら
ず
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
集
中
し
ま
す
。
す
べ
て
の
情
報

が
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い
る
と
、
参
加
者
は
そ
の
場
で
話
し
合
っ
た
内

容
が
わ
か
り
安
心
し
ま
す
。
ま
た
違
え
ば
、
修
正
で
き
ま
す
。

　

話
し
た
内
容
は
、
す
べ
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
会
議
終
了

時
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
撮
影
す
れ
ば
、
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
で
あ
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
議
事
録
と
し
て
使
え
ま
す
。
例
え
ば
、
メ
モ
は
人
に
よ
っ
て
書
く
内
容
が
違
い

ま
す
。
会
議
が
終
わ
っ
て
メ
モ
を
基
に
議
事
録
を
作
成
し
よ
う
に
も
、
自
分
の
メ
モ

で
は
、
上
司
が
求
め
る
報
告
に
情
報
が
足
り
ず
、
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
ま
と
め
る

と
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
話
は
し
て
い
な
い
」
な
ど
、
結
論
が
ま
と
ま
ら

な
い
議
事
録
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
に
す
れ
ば
参
加
者
全
員
が
話
し
合
っ
た
内
容

に
対
し
て
統
一
の
見
解
を
持
ち
、
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
会
議
を
す
る
の
で
、

一
体
感
が
高
ま
る
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト 

1

ポ
イ
ン
ト 

2

ま
ず
は
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
み
よ
う

　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
の
手
法
は
、
練
習
す
れ
ば
誰
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
事
な
の
は
、「
場
数
」
を
た
く
さ
ん
こ
な
す
こ
と
で
す
。

労
働
組
合
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
組
織
で
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
熟
練
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
も
、初
め
て
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
前
に
立
っ
た
時
は
、緊
張
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
ず
は
失
敗
し

て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
近
く
の
仲
間
３
〜
４
人
と
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
話
し
て
い
る
内
容
を
書
く
」
→
「
質
問
の
技
を
使

う
」
→
「
書
く
量
を
増
や
す
…
…
」
な
ど
、
小
さ
な

成
功
体
験
を
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。
練
習
を
す
る
う

ち
に
、
お
互
い
へ
の
理
解
も
深
ま
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
向
上
し
ま
す
。
組
織
の
中
で
、
会
議
を
進
行
す
る

立
場
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
積
極
的
に
執
行
委
員
会
の
場

で
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
会
議
全
体
で
は
な
く
、ま

ず
は
、
簡
単
な
議
題
か
ら
は
じ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※ホワイトボード・ミーティング®

2003年にちょんせいこ（株式会社ひとまち代表）が開発した効率的、効果的な会議の進め方です。ホワイトボード・
ミーティング®は株式会社ひとまちの登録商標です。ｊ.ｕｎｉｏｎ 株式会社は株式会社ひとまちと業務提携し、組合
専門にノウハウを提供しています。

http://wbmf.info

①6
　27火

無 料

19：00〜21：00
@ ｊ. ｕｎｉｏｎ新宿本社

②8
　1火

体験会実施
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